







































1985年 4%（　2か国） 28%（13か国） 68%（31か国）
1990年 8%（　4か国） 32%（15か国） 60%（28か国）
1995年 19%（　9か国） 39%（19か国） 42%（20か国）
2000年 19%（　9か国） 50%（24か国） 31%（15か国）
2005年 23%（11か国） 48%（23か国） 29%（14か国）
2010年 19%（　9か国） 46%（22か国） 35%（17か国）
2015年 18%（　9か国） 41%（20か国） 41%（20か国）
　（出所）Freedom House, Freedom in the World 2016 Anxious Dictators, Wavering 
Democracies:  Global  Freedom  Under  Pressure, 2016, pp. 20-24 など各年の













































（1）Larry Diamond, “The Rule of Law Versus the Big Man,” Journal of Democracy, Vol19, 





民    主    主    義 




Fombad and Mathaniel A.Inegbedion, “Presidential Term Limits and Their Impact on 
Constitutionalism in Africa,” in Charles Fombad and Christina Murray, eds., Fostering 


































大統領制が18か国、うち、副大統領を置くのが 2 か国、議院内閣制が 4 か
国、このうち、大統領を置くのが 2 か国で、この大統領は名目大統領である（4）。










平 均（4.5）、 ブ ル ン ジ（6.5）、
コモロ（3.5）、赤道ギニア（7）、
ガーナ（1.5）、ケニア（4）、リ














































　（出所）Freedom House, Freedom in the World 2016 Anxious Dictators, Wavering 























リベリア（1847年） 6 3.5 −2.5
ウガンダ（1962年） 7 5.5 −1.5
ナイジェリア（1963年） 5 4.5 −0.5
ケニア（1964年） 4.5 4 −0.5
ザンビア（1964年） 5 3.5 −1.5
タンザニア（1965年） 6 3.5 −2.5
ボツワナ（1966年） 3.5 2.5 −1.0
スーダン（1969年） 6 7 1







シエラネオ（1971年） 4.5 3 −1.5
ガーナ（1979年） 4 1.5 −2.5
ジンバブエ（1987年） 5.5 5 −0.5
モーリシャス（1991年） 1.5 1.5 0
マラウイ（1994年） 2.5 3 0.5
セーシェル（1996年） 3 3 0
南アフリカ（1996年） 1.5 2 0.5
コモロ（2001年） 5 3.5 −1.5
ブルンジ（2005年） 4 6.5 2.5
アンゴラ（2010年） 5.5 6 0.5
赤道ギニア（2011年） 7 7 0
南スーダン（2011年） 5.5 6.5 1.0
ナミビア（2014年） 2 2 0
平均 4.4 4.1 −0.3
　（出所）Freedom House, Freedom in the World 2016 Anxious Dictators, Wavering 
Democracies:  Global  Freedom  Under  Pressure, 2016, pp.20-24 など各年の
Freedom in the World などに基づいて、筆者が作成。


































































































　2　か国（シエラレオネ、　アンゴラ）、　第 2 点だけを規定しているのは 9 か国
　（コモロ、ガーナ、ナイジェリア、セーシェル、南スーダン、スーダン、ウ
ガンダ、ザンビア、モーリシャス）、第 1 点と第 2 点をともに規定している
のは10か国（ブルンジ、ケニア、リベリア、マラウイ、ジンバブエ、ナミビ
ア、タンザニア、ボツワナ、南アフリカ、ガンビア）、第 1 点と第 2 点とも
に規定していないのは 1 か国（赤道ギニア）である。副大統領の権限はこの




































者は大統領候補の中から 1 人に 1 票を投じ、副大統領候補の中から 1 人に　1　
票を投じるというものであった。その結果、1847年10月、初代大統領にロ







































コモロ 2001 2001 3.5 ブルンジ 6.5
ガーナ 1979 1992 1.5 赤道ギニア 7
ケニア 1964 2010 4 南スーダン 6.5
リベリア 1847 1984 3.5 スーダン 7
マラウイ 1994 1994 3 ウガンダ 5.5
ナイジェリア 1963 1999 4.5 ナミビア 2
セーシェル 1996 1996 3 モーリシャス 1.5
シエラレオネ 1971 1991 3 アンゴラ 6
ザンビア 1964 2016 3.5 ボツワナ 2.5
ジンバブエ 1987 2013 5 南アフリカ 2
タンザニア 1965 1995 3.5 ガンビア 6.5
平均 ― ― 3.5 平均 4.8
　（出所）Freedom  House,  Freedom  in  the  World  2016  Anxious  Dictators,  Wavering 



























コモロ 3.5 5 3.5 1.5 −1.5
ガーナ 5.5 5 2.5 −0.5 −2.5
ケニア 5.5 3.5 4 −2 0.5
リベリア 4.5 5.5 6.5 1 1
マラウイ 6.5 2.5 4 −4 1.5
ナイジェリア 5.5 3.5 4.5 −2 1
セーシェル 6 3 3 −3 0
シエラレオネ 5 5.5 4.5 0.5 −1
ジンバブエ 6 5.5 5 −0.5 −0.5
タンザニア 6 5 3.5 −1 −1.5
平均 5.4 4.4 4.1 −1.0 −0.3
　（出所）Freedom  House, Freedom  in  the  World  2016  Anxious  Dictators,  Wavering 
Democracies:  Global  Freedom  Under  Pressure,  2016,  pp.20-24 など各年の



























である。これに関し、ナミビアの1990年憲法（2014年最終改正） 第32条 3A 
項は 「大統領は、副大統領の任命において、ナミビア国民の民族的特徴のバ
ランスが反映される必要性に対して適宜配慮する」と、タンザニアの1977年




















ブルンジ（ 2 人） ○ ○
国民議会議
長
コモロ（ 3 人） ○ ○








南スーダン ○ ○ ○





ウガンダ ○ ○ ○ ○
ザンビア ○ ○




ナミビア ○ ○ ○ ○













アンゴラ ○ ○ ○
ボツワナ ○ ○ ○


























（3）Matthew Sφberg Shugart, “Semi-Presidential System: Dual Executive and Mixed 





















て、「彼は連邦のすべての州の少なくとも 3 分の 2 及び連邦の首都アブジャ
の各々の選挙で投票の 4 分の 1 を下回らない」と定めている。第135条 2 項




議会の法案は、その提案が当該議院の総議員の 3 分の 2 の多数の投票によっ


































































リ（全ナイジェリア人民党　[All Nigeria People’s Party, ANPP]）は18.66%







地域 有権者登録数 投票率 有効投票数 ブハリの得票（得票率）
ジョナサンの得票
（得票率）
北西部 19,803,689 54.5% 10,800,075 6,453,437（59.8%） 3,395,724（31.4%）
北央部 11,627,490 47.7% 5,547,150 1,744,575（31.4%） 3,376,570（60.9%）
北東部 10,749,059 54.2% 5,826,645 3,624,919（62.2%） 1,832,622（31.5%）
南西部 14,296,163 32.3% 4,613,712 321,609（　7.0%） 2,786,417（60.4%）
南南部 9,474,427 67.0% 6,351,116 49,978（　0.8%） 6,118,608（96.3%）
南東部 7,577,212 66.9% 5,072,321 20,335（　0.4%）  4,985,246（98.3%）
北部 42,180,238 52.6% 22,173,870 11,822,931（53.3%） 8,604,916（38.8%）
南部 31,347,802 52.0% 16,290,593 391,922（　2.4%） 13,890,271（85.3%）

















任、2010年 2 月、大統領代行に就任、同年 5 月、大統領に就任した。2011年
　4　月の大統領選挙ではジョナサン（PDP）が当選、 2 位はブハリ（進歩変革































































北西部 17,570,066 8,747,921 49.7% 8,505,577 7,115,199（83.6%） 1,339,709（15.8%）
北央部 10,507,028 4,286,850 40.8% 4,159,083 2,411,013（58.0%） 1,715,818（41.3%）
北東部 8,933,630 3,783,920 42.4% 3,672,348 2,848,678（77.6%） 796,588（21.7%）
南西部 13,484,620 4,539,447 33.7% 4,362,572 2,433,193（55.8%） 1,821,416（41.8%）
南南部 9,413,630 5,258,597 55.9% 5,168,330 418,590（　8.1%） 4,714,725（91.2%）
南東部 7,513,031 2,815,348 37.5% 2,719,654 198,248（　7.0%） 2,464,906（87.6%）
北部 37,010,724 16,818,691 45.4% 16,337,008 12,378,890（75.8%） 3,852,115（23.6%）
南部 30,411,281 12,613,392 41.8% 12,250,556 3,050,031（24.2%） 9,001,047（71.4%）
全国 67,422,005 29,432,083 43.7% 28.587,564 15,424,921（54.0%） 12,853,162（45.0%）
　（出所）Independent  National  Electoral  Commission,  2015  Presidential  Election









































































































頁;Peoples Democratic Party, The Manifesto of the Peoples Democratic Party;玉井隆
　「2015年ナイジェリア選挙―政権交代の背景とブハリ次期大統領の課題―」（『アフリ
カレポート』No.53、2015年）25～26頁。
（2）Charles Fombad and Mathaniel A. Inegbedion, op. cit., p.11.
（3）島田周平「ボコハラムの過激化の軌跡」、52頁。
（4）Charles Fombad and Mathaniel A. Inegbedion, op. cit. pp.9-10.
（5）Ibid., pp.9-11.
（6）Ibid., pp.9-10; Peter M. Lewis, “Rules and Rents in Nigeria’s National Assembly,” in 
Joel D. Barkan, ed., Legislative Power in Emerging African Democracies (Boulder: 
Lynne Reinner Publishers, 2009), pp.177-204; http://africanelections.tripod.com/ng.html 
2015年 5 月 2 日にダウンロード。









Afrobarometer, Nigeria Haeds for Closest Election on Record (Dispatch No.11), 27 
January 2015, p.15.
（10）玉井隆「2015年ナイジェリア選挙」、25～28頁;Independent National Electoral Commi-
ssion, 2015 Presidential Election March 28, 2015 Summary of Results; http://inecnig
eria.org/?page_id=31; http://africanelections.tripod.com/ng.html; http://asahi.com/art





















































　次いで、 2 度目の事例である。2011年の大統領選挙で、サタ（Michael 











































挙が、基本的に、 3 党からの 3 人の候補者の争いだったのに対し、2015年の
選挙はルングとヒチレマという 2 人の候補者の争いとなった。前回、バンダ
に投票した人の 2 割程度がルングを支持し、 8 割程度がヒチレマを支持した















の結果、2014年12月、カビンバは PF を離党し、「虹の党（Rainbow Party）」
を設立、2015年 7 月、ムワンバは PF を離党し、UPND に入党、2016年 1 月、
サンパは PF を離党し、DF（Democratic Front）を設立、PF の勢力は若干
衰えることになった。






関し、1991年憲法第79条 2 項 b 号は「本条 3 項に従い、この憲法ないし1991
年ザンビア憲法法の改正のための法案は、少なくとも国民議会の総議員の　3　
分の 2 によって第二読会と第三読会で賛成されなければ、成立しない」と規









titution of Zambia （Amendment） Act）」の第二読会で、法案の 1 つを賛
成106、反対36、棄権 4 で、他の 1 つを賛成109、反対35、棄権 2 で、与党
の PF だけでなく、野党の MMD などの賛成も得て、 3 分の 2 の多数で可
決した。さらに、同年12月11日、同法案の第三読会で、法案の 1 つを賛成
111、反対37で、他の 1 つを賛成110、反対38で、 3 分の 2 の多数で可決した。






































領に任命し、国民議会の 3 分の 2 の多数による決議で、国民議会による承認
を得なければならない」と規定している。さらに、第106条 5 項（a）は「第
81条が適用される場合を除いて、大統領が欠けた場合、副大統領が直ちに大
統領に就任する」と規定している。なお、同条 6 項より、残りの期間が 3 年




















有権者数 投票総数 投票率 有権者数 投票総数 投票率
中央州 483,788 128,420 26.54% 642,127 329,691 51.34%
コッパーベルト州 845,439 280,777 33.21% 1,034,548 553,804 53.53%
東部州 600,098 136,106 22.68% 775,889 393,699 50.74%
ルアプラ州 408,790 98,382 24.07% 510,467 258,306 50.60%
ルサカ州 796,686 293,201 36.80% 1,119,318 634,554 56.69%
ムチンガ州 269,139 71,447 26.55% 349,231 196,302 56.21%
北部州 434,478 122,744 28.25% 557,225 298,751 53.61%
北西部州 315,588 120,508 38.19% 400,575 245,476 61.28%
南部州 617,461 302,341 48.97% 810,077 585,343 72.26%
西部州 394,617 117,736 29.84% 498,915 285,579 57.24%

















ルング ヒチレマ ルング ヒチレマ
中央州 42.09% 53.06% 43.13% 59.37%
コッパーベルト州 72,58% 23.97% 63.59% 34.91%
東部州 65.79% 25.21% 78.88% 16.43%
ルアプラ州 83.56% 10.79% 81.91% 14.30%
ルサカ州 61.65% 35.88% 60.21% 38.80%
ムチンガ州 81.11% 10.53% 83.34% 13.47%
北部州 77.51% 17.52% 74.91% 21.80%
北西部州 11.14% 85.81% 12.01% 86.77%
南部州 6.99% 90.86% 7.46% 91.75%
西部州 15.70% 80.52% 16.65% 81.60%

















ルング ヒチレマ ルング ヒチレマ
中央州 53,462 68,074 138,517 177,854
コッパーベルト州 201,852 66,666 345,275 189,562
東部州 88,408 33,882 299,249 62,321
ルアプラ州 81,289 10,493 205,770 35,929
ルサカ州 178,977 104,178 375,760 242,172
ムチンガ州 57,291 7,440 159,345 25,761
北部州 94,169 21,287 218,938 63,719
北西部州 13,275 102,292 28,859 208,414
南部州 20,937 272,182 42,909 527,893
西部州 18,265 93,674 46,255 226,722









　2016年 8 月19日、UPND は、有効投票の50%を超える票を獲得していない
ことを理由として、憲法裁判所にルングの当選無効の申し立てを提起したが、












/lungu-faction-says-they-have-fired-guy-scott-as-pf-veep　2016年 5 月 5 日 に ダ ウ ン
ロード。
（6）http://agritech-expo.com/lungunc; http://lusakatimes.com/2015/10/06/president-lung












選挙」、 1 ～42頁;鈴木亨尚「MMD 政権期のザンビアにおける政治―MMD の凋落と 
PF の台頭―」（『実践女子大学人間社会学部紀要』第10集、2014年）123～137頁。
（11）http://elections.org.zm/results/2016_national_assembly_elections; http://elections.org.




y-challenges　ともに2016年 9 月 7 日にダウンロード。
　
第 4節　マラウイ
　1994年憲法（2010年最終改正）第83条 1 項は「大統領の任期は… 5 年とす










































きたカムズ・バンダ（Hastings Kamuzu Banda, MCP [Malawi Congress 
−86−





MCP）、25.16%のチャクアンバ（Gwandangulube Chakuamba, Mgwrizano 
Coalition）らを抑えて当選した。その後、ムタリカは党委員長のムルジと対
立し、　2005年 2 月、　離党、　DPP（Democratic Progressive Party、　民主進歩




















よう要請した。このような中、2012 年 4 月 5 日、ムタリカは病死した。こ
の少し前、バンダはムタリカと 1 年以上話をしていないと述べていた（2）。





　下記で検討するように、結果としては、2012年 4 月 7 日、バンダは大統領






　ムタリカは、 4 月 5 日午前11時10分頃、首都リロングウェの大統領官邸で、
心臓の病気を発症し、救急車でカムズ中央病院に向かったが、道中で死亡し
た。同病院到着は11時25分頃で、蘇生措置がとられたが効果はなかった。　5　





























































領　・　内閣府は、ムサカの指示に基づいて、 6 日午前 9 時の会議に参集するよ
う全大臣・副大臣に電話で連絡した（8）。















































大臣チームに公表を指示した。上記 5 人の大臣にカウンダ（Symon Vuwa 




























































































（4）Commission of Inquiry into the Death of the President Ngwazi Professor Bingu wa 
Mutharika, Report of the Commission of Inquiry into Circumstance of the Death of 
the Late President Ngwazi Prof.Bingu wa Mutharika and into the Political Transition 





































人民議会の議員の 4 分の 3 の多数によって採択された提案に基づいて、この
基本法のいかなる改正案も国民投票に付託し得る」と規定していた。
　2011年 3 月24日、ンゲマは憲法改正に関する勧告を表明するため、合法政













第34条 1 項の規定を残した後、同 2 項で「共和国大統領の任期は連続 2 期ま







































































　2005年 7 月30日、ジョン・ガラン（John Garang de bior）スーダン第一副
大統領（兼南部スーダン大統領兼 SPLM（Sudan People’s Liberation Move-
ment、スーダン人民解放運動）議長兼 SPLA（Sudan People’s Liberation 
Army、スーダン人民解放軍、以下、SPLM と SPLA を合わせて、「SPLM」
と記述）最高司令官）がヘリコプター事故により死亡した。後任には、サル






















100条 1 項は「南スーダン共和国大統領の任期は 5 年である」と規定する一
方、同条 2 項は「上記 1 項に拘わらず、移行期間において、南スーダン共和




同第104条 1 項は「国民議会の全議員の 3 分の 2 の多数による承認を条件と
−100−
して、副大統領は大統領によって任命される」、同2項は「副大統領は大統領、











を含む閣僚全員を、SPLM 議長として、アムム（Pagan Amum）SPLM 書記





































権打倒を目標に、「スーダン人民解放運動反対派（Sudan People’s Liberation 






の後、SPLA が奪還しと、攻防が続いた。さらに、2014年 4 月後半までに
は、中央エクアトリア州、西エクアトリア州、西バハル・エル・ガザル州で
SPLM の兵士の一部が離脱し、その多くが SPLM-IO に合流した。なお、こ
れら 3 州はヌエル人の地盤ではなく、西バハル・エル・ガザル州はディンカ
人の地盤を一部である。同年 2 月、オドンギ（Tulio Odongi）SPLM 院内総




された「政府間開発機構（Inter-Governmental Authority on Development, 
IGAD、以下、「IGAD」と記述）」が仲介して、1993年に始まったスーダン
政府と SPLM との和平交渉には SPLM 主流派（トリット派）と SPLM 反主
流派（ナシル派）が参加していた（8）。そして、南スーダン独立後の両派の紛
争の仲介も主に IGAD が担った。




ン共和国大統領の任期は2011年 7 月 9 日からの 4 年間である」と規定してい















　スーダン政府と SPLM-IO は、IGAD の仲介の下、2014年 1 月 4 日に交渉
を開始、2014年 1 月23日、同 5 月 9 日、同11月 9 日、2015年 1 月23日、同
　8　月17日と停戦合意に 5 回調印したが、前 4 回は数日内に破られ、戦闘が
再開された。2015年 8 月17日、マシャル　SPLM-IO　議長、アムム「スーダ
























































る。さらに、同年 8 月 2 日、キールはマシャル派の閣僚 6 人を解任した（12）。
　この時期、マシャルは、外務勢力による介入があれば、ジュバに戻ると
表明していた。2016年 7 月16日、翌日からの AU 首脳会議のために、アフ
リカ諸国の首脳などがルワンダの首都キガリに集合していた機会を利用し
て、初の「IGAD プラス」首脳会議が開催された。これは IGAD 加盟の 8 か
国にアフリカの 5 地域を代表するチャド（デビー AU 議長）、ルワンダ、南
アフリカ、ナイジェリア、　アルジェリア、　国連（潘基文事務総長）、AU 委































国、ロシアなど 4 か国が棄権した。決議は、IGAD プラスの 2 つのコミュニ












め、UNMISS の兵力を最大で 1 万7,000人に増強することを決定する、（5）


















SPLM 主流派が拠点の 1 つとする、今日のジョングレイ州のボルなどで、非戦闘員を
一方的に攻撃し、 2 週間で約2,000人が殺害した。これはディンカ人のヌエル人に対す
る怒りと恐怖の源泉となった。 2 度目は、2014年、内戦中に、ボルの UNMISS（United 
Nations Mission in the Republic of South Sudan）基地内で起きた。これは、200人以上
−108−
のディンカ人武装勢力による基地内の避難民保護施設にいたヌエル人に対する大規模





35頁;United Nations Mission in the Republic of South Sudan, Attacks on Civilians in 
Bentiu and Bor April 2014, 9 January 2015, p.1 and pp.18-24.
（4）村上裕公『緊急報告　南スーダン情勢:悪化する治安と人道の危機』;Small Arms 
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134752409.html　2016年 9 月 2 日にダウンロード;IGAD Plus, Communique of the Heads 
of State and Government of the IGAD Plus on the Situation in South Sudan, 16th July 
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（14）African Union, Decisions and Declarations, 17-18 July 2016; Security Council of United 
Nations, Resolution 2098, 28 March 2013;　http://foxnews.com/world/2016/07/20/sout
h-sudan-government-backs-protest-against-foreign-troops.html　2016年 9 月 5 日 に ダ
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2000年に「ブルンジのためのアルーシャ平和和解協定（Arusha Peace and 





る CNDD-FDD（Conseil National pour la Défense de la Democratie-Forces 






















れる。その任期は 5 年で、 1 度だけ再選され得る」と規定している。ただし、
同15編「ポスト移行期の特別規定」に含まれる第302条は「例外的に、ポス
ト移行期の初代大統領は、両院合同会議で、議員の 3 分の 2 の多数により選
出される。もしこの多数が最初の 2 度の投票で得られないならば、いずれか






























17議席、FRODEBU ニャクリ派（FRODEBU-Nyakuri）が 5 議席、その他
が　3　議席を獲得した（計106議席）。同月28日の上院選挙もほとんどの野党の












　4　の多数及び上院を構成する議員の 3 分の 2 の多数で採択される」と規定し
ている。
　CNDD-FDD と連立政権を構成していた UPRONA 所属のブソコザ（Ber-
nard Busokoza）第一副大統領は、憲法改正はアルーシャ協定に反すると
ンクルンジザに再考を促したが、ンクルンジザは、2014年 2 月、ブソコ








を有しており、賛成は84票で、憲法の規定に 1 票だけ不足した。UPRONA 

















判官のうち、少数（ 2 人か 3 人）がンクルンジザを支持した。翌日決定文書
に署名する予定で、　裁判官は帰宅したが、同日夜から脅迫を受けるように


















Electorale Nationale Indépendant, CENI）」の 5 人の委員のうち、副委員長
と 1 人の委員が、 6 月中旬には、ンタヴョハニュマ（Pie Ntavyohanyuma）
国民議会議長が、 6 月25日には、ルフイキリ（Gervais Rufyikiri）第二副大
統領が国外に避難した。このうち、ンタヴョハニュマはンクルンジザの大統
領選挙への立候補に反対したため生命の危険を感じたと述べている（10）。









































出され、選択肢 1 （文民の保護などを任務とする国連憲章第 7 章に基づく多
面的統合平和維持活動）　と選択肢 2 （完全に自律的な統合された特別政治
ミッション）を提示し、選択肢 2 はアフリカ主導の平和維持活動とセットで
あり、選択肢 1 から 2 への移行も可能であるとした。これに対応して、同
月17日、　AU 平和安全保障委員会（Peace and Security Council）は軍人、　
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警察官、文民からなる当初期間最大5,000人の「ブルンジ・アフリカ予防







ンジ政府に対し、コミュニケ採択後 4 日以内に、MAPROBU の受け入れと
これに対する全面的な協力を確認するよう求めた。そして、同委員会は、平








規定している。そして、アフリカ連合憲法（Constitutive Act of the African 
Union, 2001）第 4 条は「連合は次の原則に従って機能する。…（h）憂慮す
べき事態、すなわち、戦争犯罪、ジェノサイド、人道に対する罪に関する首
脳会議の決定に従った、加盟国に軍事介入する連合の権利…」と規定してい
る。その意志決定は、同第 7 条 1 項により、「首脳会議はその決定をコンセ
ンサスで行う。これに失敗した場合、連合加盟国の 3 分の 2 の多数でこれを
行う…」となっている。同年12月30日、ンクルンジザは受け入れを拒否し、
政府の同意なしに派遣すれば、それは同国に対する攻撃とみなされ、ブルン














事務所を支援するために、当初期間 1 年で、ブルンジに「国連警察隊（United 













































（15）UN Daily News, 3 August, 4 August, 17 August and 11 December, 2015; Security 
Council of United Nations, Resolution 2248 (2015), 12　November 2015.
（16）Ban Ki-moon, Letter dated 1 December 2015 from the Secretary-General addressed to 
the President of the Security Council, 1 December 2015;. Peace and Security Council 
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of the African Union, Communiqué of the 565th meeting of the PSC on the situation in 
Brundi, 17 December 2015; African Union, Protocol Relating to the Establishment of 
the Paece and Security Council, 2002.
（17）African Union, Protocol Relating to the Establishment of the Paece and Security 
Council; African Union, Constitutive Act of the African Union, 2001; http://blooming.
com/news/articles/2-15-12-30/burundi-president-says-country-will-resist-african-
union-troops; http://aljazeera.com/news/2016/01/african-union-decides-peacekeepers-
burundi-160131102052278.html　ともに2016年 9 月 1 日にダウンロード。












は両院の議員の任期を 5 年と規定しているが、同第50条 1 項により、大統領
は選挙から 3 年を経過していれば国民議会を解散することができる。次に、
大統領に関して、同第83条は「大統領は国家元首であり、　国行政府の長であ







































ANC 252 62.6 266 66.4 279 69.7 264 65.9 249 62.2
民主連合（DA） 7 1.7 38 9.6 50 12.4 67 16.7 89 22.2
人民会議（COPE） − − − − − − 30 7.4 3 0.7
インカタ自由党 43 10.5 34 8.6 28 7.0 18 4.6 10 2.4
経済的解放の闘士（EFF） − − − − − − − − 25 6.4
南アフリカ再建党 − − − − − − − − 2 0.3
新国民党（NNP） 82 20.4 28 6.9 7 1.7 − − − −
その他 16 4.8 34 8.5 36 9.2 21 5.4 22 5.9
有効投票数 19,533,498 15,977,142 15,612,667 17,919,966 18,402,497
















































　ラマポーザは、1991年 6 月、マンデラ議長の下、ANC 書記長に就任し、
マンデラの後継者と考えられていた。しかし、1994年、マンデラは副大統領
表17　南アフリカの副大統領、ANC 議長、大統領
人名 副大統領 ANC 議長 大統領
マンデラ − 1991～1997年 1994～1999年
ムベキ 1994～99年 1997～2007年 1999～2008年
モトランテ 2005～08年、09～14年 − 2008～2009年（代行）
ズマ 1999～2005年 2007年～現在 2009年～現在















































































































ナマール」、「独裁反対（Non à la monarchie）」と横断幕に書き、これらを
叫んで、デモを行った。同年 6 月23日に憲法改正法案が国民議会に提出さ
れ、同日議決されることになると、同月21日、市民団体「人権擁護のための
アフリカ会議（Rancontre africaine pour la défense des droits de l’homme, 
RADDHO）」のティン（Alioune Tine）会長とディエイ（Cheikh Bamba 
Dièye）サンルイ（Saint-Louis）市長（社会主義・民主主義戦線/歓喜連合 
　[Front pour le socialism et la démocratie/Benno Jubël]）が記者会見を行い、
政党、労働組合、市民団体、個人に対し、「私の憲法に触るな（Touche pas 
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月23日運動（Mouvement du 23 juin, M23）」が組織された。これには、2012
年の大統領選挙に立候補することになるサル（Macky Sall, Alliance pour 
la République [APR]、以下、「APR」と記述）元首相（第1回投票の得票率
26.58%で 2 位、以下、同様）、ニアス（Moustapha Niasse, AFP [Alliance 
des Forces du Progrès]）元首相（13.20%で 3 位）、ディエン（Ousmane 
Tanor Dieng, PS [Parti socialiste]）元大統領府大臣（11.30%で 4 位）、セッ
ク（Idrissa Seck, Rewmi）元首相（7.86%で 5 位）、ディエイ（1.93%で 6 位）、










と規定している。同条前段により、ワッドの任期が 5 年ではなく、 7 年であ
るとの解釈で、多くの論者は一致しているが、後段に関しては、意見が分か

















を強化するための団結（Benno Siggil Senegaal, BSS、以下、「BSS」と記述）」
を組織し、善戦、カリム・ワットはダカールの市議会議員には当選したが、
野党が過半数を制したために、市長にはなれなかった。そこで、ワッドは、








ローガンは「私の投票用紙が私の武器だ（ma carte mon arme）」や「多く
の投票を（Juni Juni votes）」だった。特に、2012年 1 月、大統領選挙告示
の　1　週間前に憲法院がワッドの立候補資格を認めると、セネガル中で大規模
な抗議運動が起きた。それからの 5 日間で、　抗議運動に関連する死者は 6 人
に上った。しかし、ワッドは立候補を撤回しなかった。また、M23　内から
は上記の　6　人を含む 9 人が大統領選挙に立候補することになり、BSS はニア
スとディエンに分裂した。2012年 2 月の大統領選挙第 1 回投票では、ワッド
が34.81%、サルが26.58%だったが、13.20%を獲得し、第 3 位になったニア
スなどすべての落選者がサルに対する支持を表明し、ARP を含む政党連合
　「希望のための団結（Benno Bokk Yakaar, BBY、以下、「BBY」と記述）」
を組織した。同年 3 月の第 2 回投票では、サルが65.80%、ワッドが34.20%で、
サルが当選した。ワッドは敗北を受け入れ、投票終了の数時間後にはサルに
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（6）Ibid., p.121 and pp.128-129; Leila Demarest,op.cit.,p.16; http://africanelections.tripod.co
m/sn.html; http://rebelmusic.com/#!music/rebel-music/feature/fed-up　 ともに2016年
　7　月16日にダウンロード
　
おわりに
　アフリカにおける副大統領をめぐる政治、さらに、ビッグ・マンをめぐる
政治を整理していこう。第 1 に、ナイジェリアやザンビアにみられるように、
ランニング・メイト方式が採用されることにより、多様な民族構成の国にお
いて、国民融和が進展する可能性が示唆された。これはケニアにおいても同
様である。
　第 2 に、マラウイの事例にみられるように、政治制度が安定ではなく、混
乱を引き起こる場合がある。マラウイの場合、副大統領の所属政党を大統領
の所属政党と同じとすると予め憲法に規定しておけば、現実に起きたような
混乱は生じなかった。しかし、それが望ましいことなのかは別の問題である。
世界各国の政治制度を研究するとともに、自国に適した政治制度を選択して
いく必要がある。
　第 3 に、ブルンジのように、権力分有という観点から、副大統領という制
度が採用されることがあるが、これが民主主義や安定をもたらすとは限らな
い。逆に、それは既存の権力構造を固定化し、ビッグ・マンの温存に奉仕す
るかもしれない。そもそも、権力分有は民主主義のための手段であって、民
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主主義そのものではない。
　第 4 に、南スーダンやブルンジにみられるように、ビッグ・マンは国際社
会に対して脆弱である。このような国に関しては、国際社会が問題の存在を
発見することが重要であるが、その発現に、一大臣ではなく、副大統領が中
心的な役割を果たしていることが、メディアや国連などの国際社会の関心を
引く上で重要な役割を果たす。
　第 5 に、ビッグ・マンの横暴を阻止することが必ずしも民主化をもたらす
わけではないことに留意する必要がある。たとえば、セネガルにおける市民
社会と政治社会の行動はワッドに代えてサルという新たなビッグ・マンをも
たらすことになったのかもしれない。
